On the Buddhist books Choseon has sent to Ryūkyū in 15c by 佐藤 厚































































































































































送付地域と回数は，日本（ 2 回），対馬（ 1 回），琉球（ 4 回）である。次
の＜表 2 ＞は『朝鮮王朝実録』をもとに，1459年から1467年まで世祖が海
＜表１＞世祖の仏典刊行・流通に関する年表
西暦 元号 世祖 事 項
1455 景泰 6 1 即位




1458 天順 2 4 高麗大蔵経を50部印出
1459 天順 3 5 『月印釈譜』を増編刊行
＊日本に13種の仏典送る
1460 天順 4 6 ＊日本に 9 種の仏典送る









＊琉球に17種（ 1 月 1 日），19種（ 1 月16日）の仏典送る
1463 天順 7 9 国訳『法華経』，『廬山集』を刊行




1465 成化 1 11 国訳『円覚経』刊行
1466 成化 2 12 『慈愛和尚広録』刊行
1467 成化3 13 国訳『牧牛子修心訣』，国訳『四法語』，国訳『蒙山和尚法語略
録』刊行
＊琉球に27種の仏典送る（ 8 月14日，17日）




1 2 3 4 5 6 7
年号（西暦） 1459 1460 1461 1462 1467
年号（中国） 天順3 天順4 天順5 天順6 成化3
世祖年 5 6 7 8 13
月．日 8.23 9.27 4.22 1.10 1.16 8.14 8.17
送付先 日本 日本 対馬 琉球 琉球 琉球 琉球
典籍数 13 9 12 17 19 27 27
1 『成道記』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 『法華経』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 『金剛経』 ○ ○ ○ ○ ○ － －
4 『金剛経十七家解』 ○ － － － － － －
5 『金剛経五家解』 － － － － ○ ○ ○
6 『金剛経冶父宗鏡』 － － － － － ○ ○
7 『心経』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 『維摩詰経』 － － － － － ○ ○
9 『維摩経宗要』 － － － ○ ○ ○ ○
10『円覚経』 ○ － ○ ○ ○ ○ ○
11『涵虚堂円覚経』 － － － － － ○ ○
12『楞厳経』 ○ － ○ ○ ○ ○ －
13『楞厳義海』 － － － － － ○ ○
14『楞厳会解』 － － － － － ○ ○
15『永嘉集』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16『証道歌』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17『碧巖録』 － － － － － ○ ○
18『高峯和尚禅要』 ○ － － － － ○ ○
19『真実珠集』 － － － － － ○ ○
20『楞伽経』 － － － － － － ○
21『楞伽経疏』 － － － ○ ○ ○ ○
22『阿弥陀経疏』 － － － ○ ○ ○ ○
23『観無量寿経義記』 － － － ○ ○ ○ ○
24『大悲心経』 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
25『四教儀』 － － ○ ○ ○ ○ ○
26『起信論』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
27『法鏡論』 － － － ○ － ○ ○
28『法経論』 － － － － ○ － －
29『飜訳名義』 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30『法数』 － － － － － ○ ○
31『水陸文』 － － － － － ○ ○
32『宗鏡録』 － － － － ○ － －





















世祖が海外に送った仏典の中， 7 回中， 7 回すべてに送っている。『釈
迦如来成道記』は唐代の詩人・王勃（650⊖676）の作である。内容は釈迦
の生涯を記述した仏伝である。唐代，中国杭州南方にある錢塘江にある月


























世祖が海外に送った仏典の中， 7 回中， 1 回目だけに送っている。『金
剛経十七家解』は，中国宋代の揚圭の編。『金剛経集解』ともいう。刊本
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世祖が海外に送った仏典の中， 6 ， 7 回目の 2 回送っている。『楞厳経』

























































































































































世祖が海外に送った仏典の中，6 回目と 7 回目の 2 回送っている。『法数』
とは，仏教語の中，一心，二門，三大のように，数が付く用語を数別に編
纂したものである。書名に『法数』が付く典籍には次の 4 種がある38。
















































































3 ．注釈書（ 8 ） 『金剛経十七家解』，『金剛経五家解』，『金剛経冶父宗鏡』，『涵
虚堂円覚経』，『楞厳会解』，『楞厳義海』，『阿弥陀経疏』，『維摩
経宗要』
4 ．論（ 4 ） 『四教儀』，『起信論』，『法鏡論』，『法経論』
5 ．禅宗文献（ 6 ） 『永嘉集』，『証道歌』，『真実珠集』，『碧巖錄』，『高峯和尚禅要』，
『宗鏡録』
6 ．儀礼書（ 1 ） 『水陸文』









































































































































仏教中央博物館学芸研究室［2008］『仏教中央博物館 開館 1 周年記念特別展法』（仏教
中央博物館学芸研究室）〔불교중앙박물관 학예연구실『불교중앙박물관 개관 1 주
년기념특별전법』（불교중앙박물관 학예연구실）〕
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中心として」（『国士舘論叢』65）〔李元淳「『歴代宝案』을 통해서 본 朝鮮前期의 
朝琉関係―直接通交期를 中心으로―」（『国士舘論叢』65）〕
カン・ヒョンギョン，カン・チャンス［2011］「朝鮮本 《真実珠集》に関する文献学的
考察」（『中国文学』67 輯）〔姜賢敬・姜贊洙「朝鮮本《真実珠集》에 관한 문헌학
적 고찰」（『中国文学』67 輯〕〕
キム・スンホ［1993］「趙明基 旧蔵本 証道歌註の著者について」（『書誌学報』10 号）
〔김승호「趙明基 旧蔵本 証道歌註의 著者에 대하여」（『서지학보』10 号）〕
クァク・ドンファ，カン・スンエ［2008］「楞厳経版本に関する書誌的研究」（『書誌学
研究』39 輯）〔郭東和，姜順愛「楞厳経版本에 関한 書誌的研究」（『書誌学研究』
39 輯）〕
コ・イッチン［1987］「涵虛の金剛経五家解說誼考」（『韓國撰述佛書の硏究』，民族社）〔高







회「天台・法華章疏의 刊行과 流通」（『書誌学研究』62 輯）〕
パク・チョンスク［1996］「世祖代 刊経都監の設置と仏典刊行」（『歴史と世界』20）〔박





































29 『仏書解説大辞典』第 11 巻，p.257
30 韓国仏書解題辞典［1982：22］
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40 1 ．『水陸無遮平等斎儀撮用』撰者不明。刊本 13 種存。最古は 1514 年。 2 ．『水陸
無遮平等斎儀榜集』撰者不明。刊本 1 種存。 3 ．『法界聖凡水陸（勝）会修斎儀軌』
志磐撰。刊本 1 種存。1573 年。 4 ．『天地冥陽水陸斎儀』竹庵撰。刊本 4 種存。最古
は 1642 年。 5 ．『天地冥陽水陸斎儀纂要』編者不明。刊本 9 種存。最古は 1562 年。 6 ．
『天地冥陽水陸雑文』編者不明。刊本 7 種存。最古は 1496 年。 7 ．『天地冥陽水陸斎
儀梵音刪補集』海東沙門智還撰。刊本 4 種存。最古は 1709 年。 8 ．『仔蘷刪補集』清
面河撰。刊本 5 種存。最古は 1568 年。 9 ．『仔蘷文節次条例』釈聖能編。刊本 2 種存。
最古は 1724 年。韓国仏書解題辞典［1982：350⊖354］
